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北海道と東京都の新規感染者数
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１０万人当たりの新規感染者数
■直近１週間（1/5～11）

1 東京都 91.2
2 神奈川県 56.0
3 栃木県 45.8
4 大阪府 44.0
5 千葉県 42.8
6 宮崎県 41.9
7 埼玉県 40.8
8 福岡県 40.8
9 京都府 35.8
10 兵庫県 32.9

11 沖縄県 31.5
12 愛知県 31.5
13 熊本県 29.9
14 岐阜県 29.8
15 群馬県 23.6
16 長崎県 22.5
17 茨城県 21.5
18 長野県 20.6
19 北海道 20.5
20 岡山県 20.4

【出典：厚生労働省資料を基に北海道作成】
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集中対策期間

１/16 ～２/15土 月

４



道独自の警戒ステージの状況

医療提供体制等の負荷
監視
体制

感染状況

病床全体
うち
重症者
用病床

療養者数
検査
陽性率

新規
感染者数

先週
１週間
との比較

感染経路
不明割合

全 道
1/13

６８７床 １２床 1524人 6.6％ 1134人/週
増加 31.8％

５

※各指標の動向（矢印）は、１週間前との比較



感染者数と入院患者数

0

30

60

90

120

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

11/1 11/11 11/21 12/1 12/11 12/21 12/31 1/10

新規感染者数（7日間合計）

入院患者数

入院患者のうち重症患者数
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入院患者数（人）

687

12

37 入 院

重 症

重症患者数（人）

新規感染

1134

1705

998

1/13

401
186

6
６



新規感染者の年代別割合

若年層が増加傾向

７

３２％

12/19～25
（１週間平均）

１/６～12
（１週間平均）

４４％

※30代以下



12/8～
（18日間）

12/26～
（18日間）

集団感染

飲食店等で増加傾向

医療施設
福祉施設

26件(804人)15件(387人)

5件(45人)飲食店等 6件(90人)
８



歓楽街や飲食を介しての感染が

感染拡大の原因

家庭内感染や院内感染は感染拡大の結果

９

感染拡大の原因と結果

【出典】第１９回新型コロナウイルス感染症対策分科会後 尾見会長 会見資料（抜粋）



①接触でのリスク回避

東京都 埼玉県
千葉県 神奈川県
大阪府 京都府 兵庫県
愛知県 岐阜県
栃木県 福岡県
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緊急事態宣言対象地域
（１１都府県）
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国の緊急事態宣言を踏まえ

強い危機感を共有
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緊急事態宣言に対する考え方

道内の新規感染者数が
国のステージⅣを超える

国に対して「宣言に関する

速やかな検討」を要請

（10万人当たり25人/週、週1327人超）



集中対策期間

１/16 ～２/15土 月
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すすきの地区の
飲食店等への時短

14

（営業は午前５時から午後10時）

１/16～２/15新規要請

事業者の皆様へ

※飲食店等とは、飲食店、カラオケ店、料理店、食堂等（接待を伴う飲食店を除く）



札幌市内の

接待を伴う飲食店への時短

15

（営業は午前５時から午後10時）

2/15まで継続要請



16

できる限り同居していない方
との飲食は控える

１/16～２/15新規要請

道民・道内滞在中の皆様へ



緊急事態宣言の対象地域
との不要不急の往来を控える

17

道民・道内滞在中の皆様へ

継続要請

2/15まで継続要請



18

札幌市内においては、
不要不急の外出を控える

札幌市との不要不急の
往来を控える

感染リスクを回避できない場合

2/15まで継続要請
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繁華街対策の強化

すすきの地区

札幌市と連携し

事業者との勉強会

札幌市以外の繁華街対策

振興局での勉強会



札幌市の対策緩和は段階的に
※必要な対策は道の警戒ステージ３相当以下まで継続

20

機動的な措置の見直し

更に強い措置を講ずる

感染の拡大が見られる場合

感染の減少が見られる場合



道民の皆様へ（偏見・差別防止）

21

○ 偏見や差別、いじめなど
心ない行為は、
許されるものではありません

○ 正しい情報の下、
理解を深め、冷静に思いやりのある
行動をお願いします


